
  

 
青森県は「環境公共」を推進しています 「 環 境 公 共 」 で 地 域 資 源 を 将 来 へ 

詳しくは下のキーワードで検索！ 

 

 

“農林水産業を支えることは 

地域の環境を守ることにつながる” 検索 環境公共 検索 環境公共学会 



◆問い合わせ先 

 青森県三八地域県民局地域農林水産部 農村計画課 

 ＴＥＬ：０１７８－２７－１２８９ ＦＡＸ：０１７８－２７－１９３９ 

「 環 境 公 共 」 が 支 え る 農 林 水 産 業 

◇川で・・・ 

田んぼの水源となる川は、魚など   
生き物の棲みかでもあります。 

川から取水するための堰を作るとき
は、魚が上流まで上れるように、   
魚道を設置しています。 

 

 

◇田んぼで・・・ 

田んぼ１枚の区画を広くし、効率 
よく農作業ができるようにしていま
す。 

農作業のしやすい田んぼにすること
で、田んぼの耕作放棄地を防いでい
ます。 

◇水路で・・・ 

田んぼの水路には、魚や水生昆虫な
ど様々な生き物が暮らしています。 

水路を整備する際は、こうした生き
物が棲む環境を確保するようにして
います。 

 

◇森で・・・ 

水道水などの水源となる森林では、
大雨により表面の土砂が流されてし
まわないように、間伐材（間引いた
木を利用した材木）を利用した丸太
柵を設置しています。 

◇海で・・・ 

魚の産卵場所となる「藻場」を育て
るため、海藻が定着しやすいブロッ
クを海に沈め、水産資源を増やして
います。 

海藻による二酸化炭素の固定や、海
水の水質浄化も期待されています。 

◇牧草地で・・・ 

牧草地を作る際に、もともとあった
林を一部残し、牛が休める日陰にし
ています。 

牧場を囲む柵には青森県産杉の間伐
材を使い、県産材の利用拡大と資源
の有効活用にも取り組んでいます。 

写真：堰と魚道 

写真：田んぼアート(南部町) 

写真：水路の生物調査(八戸市) 

写真：間伐材を利用した丸太柵 

写真：ブロックに茂る海藻(八戸市) 

写真：林の残る牧草地(五戸町) 


